
 

第１０回議員定数等検討委員会 

 

 

次   第 

 

 

                 日 時  令和７年９月１７日 

                      １１：３０～ 

                 場 所  議員面会室１ 

 

 

１  開 会 

 

２  議   事 

議員定数、選挙区及び選挙区別議員定数について 

 

３  閉 会 

 

 

 

 

 

【配付資料】 

資料１ 要望関係資料（田舎館村議会） 

資料２ 議員定数等検討委員会の今後の進め方 

資料３ 議員定数等の見直しに係る委員会総括（案） 

 

（参考資料）議員定数等の見直しに関する各会派の見直し案（一覧） 







議員定数等検討委員会の今後の進め方

資　料

令和７年度

・意見交換（各会派検討後）
↓

・協議、調整

↓

○９月定例会

・具体案決定

　(議員定数、選挙区及び選挙区別定数)

【報告書文案の検討】

○１１月定例会

⇒ 各代で議会の対応を決定後、条例改正案策定作業

○R８.２月定例会（見直しを行う場合）

（各代・議運・本会議）

 R８.４月～ R９.３月 　　～～ 周知期間（１年程度）～～

 R９.４月　　  《県議会議員選挙》

※条例：青森県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員数
　　　　に関する条例　（昭和33年12月条例第48号）

 ・各会派からの提案、
 　意見集約

検　討　内　容

資料２

議員定数等に係る検討

各検討項目に係る具体的な取扱い決定

条例改正

検討委員会から議長への報告

↓
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 資料３  

 

 

議員定数等の見直しに係る委員会総括（案） 

 

項目 現行 見直し内容及び総括案 

定数 ４８ ４６ 

                    

「現行どおりとする」という考え方や

「総合的に検討結果を踏まえ、その在り

方を検討すべき」とする考え方もあった

中で、「平成 18 年の定数削減以来、県全

体の人口減少が進み、今後も進むことが

予想される」ことを念頭にした意見を尊

重することとした。 

飛び地の選挙区 ２ ０ 

                    

「解消する」又は「解消することが望

ましい」という考え方に基づいた見直し

案が出されたが、大多数が「ゼロ」とす

る案となっていることを尊重することと

した。 

 

選挙区別定数 

 

 

別添のとおり 

 

別添のとおり 

一人区 ７ １ 

                    

「解消する」又は「できる限り解消す

る」という考え方があったことを尊重す

ることとした。 

一票の格差 

（最大格差） 

２．３９ １．６３ 

                    

「２倍未満とする」、「できる限り２倍

以内とする」などという考え方があった

ことを尊重することとした。 
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 資料（別添）  

 

 

（現       行）             （見直し内容及び総括案） 

選挙区 
議員数 

 

 

 

→ 

選挙区 
議員数 備考 

名称 区域 名称 区域 

青森市 青森市 １０人 青森市 青森市、東津軽郡 １１人  

東津軽郡 東津軽郡 １人 

弘前市 弘前市、中津軽郡 ６人 弘前市 弘前市、中津軽郡 ６人  

三戸郡 三戸郡三戸町、三戸郡五戸町、 

三戸郡田子町、三戸郡南部町、 

三戸郡階上町、三戸郡新郷村 

３人 三戸郡 三戸郡三戸町、三戸郡五戸町、 

三戸郡田子町、三戸郡南部町、 

三戸郡新郷村 

２人 ・ 「飛び地の選挙区」を解消するという趣旨や、「生活圏」など密接な関わりがあることを尊重し、階上町を合区

することとした。 

・ 定数を増やさないという趣旨を尊重し、階上町を合区した後も「選挙区別定数」は８のままとした。 

・ 以上の経緯を踏まえ、「三戸郡選挙区」は階上町を除いた上で「選挙区別定数」は１減の２とした。 八戸市 八戸市 ８人 八戸市 八戸市、三戸郡階上町 ８人 

黒石市 黒石市 １人 黒石市 黒石市 １人 ・ 各会派で様々な意見が出されたが、この選挙区については、「郡部の事情を踏まえて地域の意見を県政に

届けることの重要性や必要性」等を最も尊重した上で合区の在り方を検討した。 

・ 「北津軽郡選挙区」と「南津軽郡選挙区」については、「郡部の事情を踏まえて地域の意見を県政に届け

ることの重要性や必要性」等から、合区により「一人区」を解消するという趣旨を尊重し、両選挙区を合区

し、「選挙区別定数」は２とした。 

・ 以上の経緯を踏まえ、「黒石市選挙区」と「五所川原市選挙区」は隣接する町村と合区すべきところはな

かったが、「五所川原市選挙区」については定数削減の趣旨から「選挙区別定数」は３から２とした。 

南津軽郡 南津軽郡藤崎町、南津軽郡田舎館村 １人 南津軽郡・ 

北津軽郡 

南津軽郡藤崎町、南津軽郡田舎館村、

北津軽郡板柳町、北津軽郡鶴田町 

２人 

北津軽郡 北津軽郡板柳町、北津軽郡鶴田町 １人    

五所川原市 五所川原市、北津軽郡中泊町 ３人 五所川原市 五所川原市、北津軽郡中泊町 ２人 

十和田市 十和田市 ２人 十和田市 十和田市 ２人  

上北郡 上北郡野辺地町、上北郡七戸町、 

上北郡六戸町、上北郡横浜町、 

上北郡東北町、上北郡六ケ所村、 

上北郡おいらせ町 

４人 上北郡 上北郡野辺地町、上北郡七戸町、 

上北郡六戸町、上北郡横浜町、 

上北郡東北町、上北郡六ケ所村 

３人 ・ 「一人区」を解消するという趣旨や、「生活圏」など密接な関わりがあることを尊重し、おいらせ町を合

区し、「選挙区別定数」は１増の２とした。 

・ 以上の経緯を踏まえ、「上北郡選挙区」はおいらせ町を除いた上で「選挙区別定数」は１減の３とした。 

三沢市 三沢市 １人 三沢市 三沢市、上北郡おいらせ町 ２人 

むつ市 むつ市、下北郡 ３人 むつ市 むつ市、下北郡 ３人  

つがる市 つがる市 １人 つがる市 つがる市、西津軽郡 ２人  

西津軽郡 西津軽郡 １人  

平川市 平川市、南津軽郡大鰐町 ２人 平川市 平川市、南津軽郡大鰐町 ２人  

計 ４８人  計 ４６人  

 



◎　議員定数等の見直しに関する各会派の見直し案（一覧）　◎

４　一票の格差（最大格差） ５　一人区

【
 
 

見
直
し
案
別
 

】

１　定数 ２　飛び地の選挙区 ３　選挙区別定数

①４６
　 自民党・新政未来・オール青
   森・公明党・無所属（鹿内）・無
   所属（吉田）

②４８
　 共産党

③４７
　 参政党

①０
　 自民党・新政未来・オール青
   森・公明党・共産党・無所属（鹿
   内）・無所属（吉田）

②１
　 参政党

（下表のとおり。） ①1.63（最小人口（平川市）に対
  する黒石市）
　 自民党・参政党

②1.39（最小人口（むつ市に対
  する三沢市・おいらせ町合区）
　 新政未来・オール青森・公明
   党・無所属 （鹿内）・無所属（吉
   田）

③1.54（最小人口（平川市）に対
  する十和田市）
　 共産党

①１
　 自民党・参政党

②０
　 新政未来・オール青森・公明
   党・共産党・無所属（鹿内）・無
   所属 （吉田）

参考資料

自民
　新政、オール、公明、無所属

（鹿内）、無所属（吉田）
　共産 参政

青森市 青森市 10
東津軽郡平内町

東津軽郡今別町

東津軽郡蓬田村

東津軽郡外ヶ浜町

弘前市

中津軽郡西目屋村

三戸郡三戸町

三戸郡五戸町

三戸郡田子町

三戸郡南部町

三戸郡新郷村

三戸郡階上町

八戸市 八戸市 8 8
黒石市 黒石市 1 1 1

南津軽郡藤崎町

南津軽郡田舎館村 ※平川市選挙区参照

北津軽郡板柳町

北津軽郡鶴田町

北津軽郡中泊町

五所川原市

十和田市 十和田市 2 2 2 2 2
上北郡野辺地町

上北郡七戸町

上北郡六戸町

上北郡横浜町

上北郡東北町

上北郡六ヶ所村

上北郡おいらせ町

三沢市 三沢市 1
むつ市

下北郡大間町

下北郡東通村

下北郡風間浦村

下北郡佐井村

つがる市 つがる市 1
西津軽郡鰺ヶ沢町

西津軽郡深浦町

平川市

南津軽郡大鰐町

南津軽郡田舎館村（再掲） ー ー ー

合計 48 46 46 48 47

市町村名 現行定数

4

1

1

3

見直し案

6

11

6 6 6 6

11 11 11
1

2

8

2

8

2

9

2

3

2

4

22

3
2

2

3

5

2

3

2

3

2

選挙区名

（現行）

東津軽郡

弘前市

三戸郡

南津軽郡

平川市

3

北津軽郡

五所川原市

上北郡

むつ市

西津軽郡

3

1

2
2

3 3 3 3

2 2 2 2

2 2 2


